
左：国連施設前で店番している子どもたち
右：北部の道端での販売風景

（Nさん撮影）

アトファルナろう学校と
ナワール児童館
「アトファルナろう学校はどうなっているのか？」多くの方が心配されていると思
います。10 月 7 日以降学校は休校状態です。スタッフの多くは南部に避難して、
避難場所で子ども支援の活動をしたり、障がい者への物資配布を行ってきました。
一方で、ガザ市にあるアトファルナの学校や幼稚園、クラフトショップなどがあ
るエリア一帯は、職員が近づけない危険な状態で、公式な発表はされていませんが、
当会では、現地の人が撮影した最近の様子を入手しました ( 左写真 /12 月 24 日 )。

残念なことに建物にはかなりの損害が見られます。31 年前に日本の支援で始まったろう学校がこんな様子になってしまい、ま
さに「心が折れる」思いがします。聴覚障がいのある人たちの多くはまだ北部に残っているということですが、通信手段の問
題もあり話を聞くことはかないません。

ハンユニスのナワール児童館は、12 月の途中まで多くの避難民を受け入れていましたが、ハンユニスへの空爆と地上侵攻が激
しくなって、全員が退避しました。建物は残っているそうですが、内部はかなり破壊されたということです。運営スタッフた
ちは海岸寄りに避難して、困窮している人たちへの現金給付などを継続しています。現地では以前から、銀行口座がなくても
携帯電話を使う電子マネー ( 日本の●ペイのようなもの ) が活用されていました。今回の現金給付もこの電子マネーを使って
います。煮炊きに使う木片や紙ごみまでが有料になっている現在、こうした現金給付は命綱となっています。
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ラファ郊外では診療所を支援しています。近隣に医療機関がな
いため、本来は母子保健中心でしたが、現在はあらゆる患者を
診ています。

朝から多くの人が並んで受診を待っていて、
毎日平均して子ども 100 人以上、大人 120 人、
妊婦 40人、歯科 50人が受診しています。

子どもは発熱や下痢・嘔吐、皮膚炎などが
多く、大人も胃腸病、呼吸器、皮膚炎、泌
尿器感染症、肝炎、高血圧や心臓病、糖尿
病などです。

妊婦には基本的な検査をしています。医薬品や機材の不足もあ
りますが、可能な医療の提供し、心理サポートや栄養支援など
できるだけ普段と変わらないサービスを続けてます。
非常に厳しい状況ですが、穏やかで落ち着いた人柄の責任者の
バッサム医師が、患者さんやスタッフの心理的な安定と苦難へ
の耐性を支えています。

ラファ郊外で診療所稼働中！

バッサム医師

「日本の皆さんに何をお伝えしたらよいのか、言葉があり
ません。でもこれは虐殺です。通信手段もなく私たちは
世界から切り離されていますが、私たちが虐殺されてい
るだけでなく、虐殺されているのは皆さんを含む世界だ
と思います。」

北部と南部を分けるワディ・ガザという枯れ川には、イスラエ
ル軍の検問所があって、そこを通る際には徒歩で 1 キロ近く歩
かねばならず、また手を上げていないと射撃されると聞きまし
た。そのため、付近には多くの遺体があり、それが放置された
ままになっているという話が伝えられています。

ガザの北部では、退避できなかった人たちがかなりたくさん
残っていて、破壊を免れている建物や半壊の建物に暮らしてい
ます。攻撃がない時間には、道端に露店がたくさん出て、現金
を得るため多くの人が手持ちのものを売っています。ただし価
格が大変上がっていて、小麦粉の値段が以前の 10倍近くになっ
ているそうです。開いている薬局があり、ある程度の薬も買え
ますが、値段は２倍以上です。

診療所の待合室


